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　１月 20日（日）、生涯学習センターきらりホールにて、第 13回未来につなぐ心の糧発表会を開催いたしました。
今年度は「あこがれ」をテーマに、「小さくとも　忘れ得ぬ　あの日・あの時・あの出来事」を「心の糧」として作
文やアートにまとめた作品を４月から９月にかけて公募したところ、北は北海道、南は沖縄まで全国から応募があり、
応募総数は 1,271 作品となりました。身近な人の姿や日々の生活の中から自分なりのあこがれを抱き、夢や目標を
持って前向きに輝きながら生きる姿が表現された力作が多数あり、特にその中で優秀な 48作品が受賞しました。
　アナウンサー篠崎友華里さんの総合司会で進められた発表会では、これらの受賞作品を北方町朗読サークル「ほ
がらか」のみなさんの朗読によりスライドショーとともに紹介し、豊かに表現されたそれぞれの「心の糧」が発表
されました。
　48名の受賞者のうち、子どもの部の 24名、一般の部の７名、
計 31名が出席され、戸部町長よりひとりひとりに賞状と副賞
が手渡されました。中には東京都や香川県などの遠方からお越
しいただいた方もありました。
　また、開場前にはホールロビーにて和太鼓ユニット「凛」に
よるウェルカム・ライブが行われ、和太鼓や篠笛、三味線によ
る多彩な演奏により、訪れた人たちを楽しませていました。
　記念講演として、プロフィギュアスケーターの鈴木明子さん
による講演会が行われました。「ひとつひとつ、少しずつ、夢
への道のり」と題し、オリンピック出場の夢に
向かって鈴木明子さんが積み上げてきた努力を
語っていただきました。夢の実現には決して近
道はなく、階段を一歩一歩上がるように地道な
努力の積み重ねが大切であることを講演いただ
き、講演を聴いた多くの方はこれからの毎日の
生活で夢や目標を持って生きる大切さを実感さ
れたのではないでしょうか。

～お知らせ～
　第 13回未来につなぐ心の糧「作品集」は、１冊 500円で販売しています。生涯学習センターきらりに
て購入できます。（過去の作品集　第１回～第 12回も購入できます）
問生涯学習センターきらり　☎ 320－2200

▲表彰式の様子

第13回　未来につなぐ心の糧　発表会

▲発表会の様子

▲受賞者のみなさん

▲鈴木明子さんによる講演会
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●心の糧大賞
アート

「a dreamer」	 中島　慶乃（土岐市）
作　文

「お父さん」	 上村　悟央（北方町）

●優秀賞
アート

「にじの音色」� 加藤　由奈（香川県観音寺市）
「深海ハンターになりたい」� 大塚　縁（岐阜市）
作　文

「私たちがいるから大丈夫」越智　愛理（羽島市）
「料理で笑顔をつくりたい」

名和　里佳子（岐阜市）

●入　選
アート

「日本の枠を越えた友達づくり」	
村西　美優（安八郡神戸町）

「武者震いを感じたあの日」	日浦　伊織（本巣市）
「化石をはっくつする人たち」	
		  森田　雷堂（北方町）

「びようしのおとうさん」	 長澤　祐杏（北方町）
「大きく描く画家」	 山腰　和愛（飛騨市）
「�あこがれ」	 田中　優衣（高山市）
「私の自まんのお店！」	 川口　綾々（北方町）
「でんしゃのゆめ」	 鈴木　颯斗（北方町）
「めざせ！うんていめいじん！！！」
		  堀　いろは（北方町）

「心あたたまる猫カフェ」
		  脇田　菜由（愛知県名古屋市）
作　文

「自まんのお母さん」	 遠藤　ゆめの（北方町）
「貴方の中にはありますか？」
� 中島　花梨（北方町）

「桐生選手」� 松山　貴輝（瑞穂市）
「憧れの人」	 岡本　一真（岐阜市）
「わたしのおねえちゃん」� 樋下　優幸（北方町）
「苦手だった人があこがれの人に」
		  望月　トリニティ（北方町）

「わたしのあこがれコード・ブルー」
� 平野　佑奈（北方町）

「私の夢」� 上手　愛華（飛騨市）
「ボランティア精神」�村山　愛美（羽島郡岐南町）
「小さな男の子」	 田中　心雪（関市）

●町民特別賞（カワセミ）
アート	「おかしの国」	 豊田　真夕（北方町）
作　文	「一歩前進！！」 	川島　あいか（北方町）

●心の糧大賞
アート	

「首里城正殿」	 天野　翔子（各務原市）

●優秀賞
アート

「憧れの新一年生」	
		  藤松　政晴（佐賀県杵島郡白石町）
作　文

「あたり前の日常」	 小林　浩子（東京都目黒区）
「気付き、考え、行動する　ばあばを目指して」	
		  古瀬　節子（山形県山形市）

●入　選
アート	

「沖縄のゆいレールと国際通り」
		  苅谷　俊（各務原市）

「“プロポーズ”」	 堀田　眞朗（東京都小平市）
「おばあちゃんの笑顔」	
		  千葉　美恵（岩手県奥州市）

「あの店も見ていい？」
倉知　麻衣（愛知県名古屋市）

「灯り」		  山口　秀子（愛知県一宮市）
作　文	

「百歳超えの現役スイマー」
宮内　瑞穂（千葉県市川市）

「ワルガネだったが」	 油布　晃（大分県竹田市）
「祖母の教え」	

平 義彦（長崎県南松浦郡新上五島町）
「憧れの人を継いだ日」
		  齋藤　恒義（兵庫県加西市）

「あこがれの定義」	 三輪　渉（大垣市）
「憧れ」		  田中　里奈（東京都文京区）
「高原に響くフルートの音色」	
		  近藤　紀巳（高山市）

●町民特別賞（スイセン）
アート	「来世はきっと・・・」	

棚橋　美保（北方町）

子どもの部

一 般 の 部

●町民特別賞（モチノキ）
アート	「世界に誇れる　日本の鉄道」	

濱口　桂寿（北方町）
作　文	「ぼくの憧れる人」 	宮崎　暖大（北方町）

●町民特別賞（スイセン）
作　文	「一生の思い出～私のあこがれ～」 	

松浦　友香（北方町）
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　平成 30 年分の所得税及び復興特別所得税、個人事業者の消費税及び地方消費税並びに贈与税の確定申告会場は
次のとおりです。会場では、パソコンを利用した申告書の作成を行っています。

期　間　2 月 18日（月）～ 3月 15日（金）
【閉庁日（土・日曜日）は、２月 24日（日）と３月３日（日）に限り開設します。】

　時　間　午前9時～午後5時（受付終了時間：午後４時）※会場の混雑状況により、受付を早めに終了する場合があります。
　場　所　マーサ 21　4階マーサホール【岐阜市正木中 1丁目 2番 1号】
　注　意　�この期間、税務署窓口では申告書の提出はできますが、作成相談は行っておりませんのでご了承ください。

確定申告をしなければならない方
▼�事業所得や不動産所得などがある方で、平成 30年中の各所得の合計金額から、基礎控除や扶養控除などの所得控
除を差し引き、その金額を基にして計算した税額が、配当控除の額よりも多い方。
▼給与所得者の方で次のいずれかに該当する方。
　①平成 30 年中の給与による収入が 2,000 万円を超える方
　②給与所得や退職所得以外の所得（農業所得等）の合計が 20 万円を超える方
　③給与を２か所以上から受け取っている方

確定申告をすると税金が戻ってくる方
▼次に該当する方は、確定申告をすると税金が還付される場合があります。
①（特定増改築等）住宅借入金等特別控除、住宅特定改修特別税額控除（バリアフリー改修、省エネ改修）、住宅
耐震改修特別控除、認定長期優良住宅新築等特別税額控除を申告する方
②医療費控除を申告する方
③年の途中で退職し、年末調整していない方
④公的年金等より源泉徴収されている方で、公的年金等の源泉徴収票にある控除以外の控除（医療費控除や社会
保険料控除など）を申告する方

申告に必要なもの
　・印鑑　　・源泉徴収票　　・領収書（医療費等）
　・収支内訳書（営業・農業・不動産所得）　　・所得の内訳書（配当所得等）
　・支払証明書（生命保険料、個人年金保険料、地震保険料、国民年金保険料など）

お願い
①申告手続きなどにはマイナンバー（個人番号）の記載が必要であるとともに、本人確認（番号及び身元確認）
書類の提示又は写しの添付が必要です。マイナンバーカード（個人番号カード）もしくは、番号確認書類（通
知カードなど）と身元確認書類（運転免許証など）をご持参ください。
②事業所得（農業所得を含む）、不動産所得等がある方は、青色申告決算書または収支内訳書を作成の上、ご来場
ください。
③消費税及び地方消費税を申告される方は、課税売上高計算表及び課税取引金額計算表（一般課税の方）をでき
る限り記載して、ご来場ください。
④税務署から申告書等の用紙やお知らせはがきが送付されている方は、その用紙等をご持参ください。

問岐阜北税務署　☎ 262－6131

ふるさと納税に係る寄付金税額控除の申告漏れにご注意ください！
　ふるさと納税をされた方のうち、ワンストップ特例制度（※）の適用を申請している場合で、次のいずれかに
該当している方は、全てのふるさと納税に係る寄付金を含めて確定申告をする必要があります。
　① 平成 30年分の確定申告をする方
　② ふるさと納税先が 6団体以上ある方

※�ワンストップ特例制度…確定申告が不要な給与所得者について、ふるさと納税先が5団体以内の場合に限り、ふるさと納
税先団体に申請することにより、確定申告をしなくてもこの寄付金税額控除を受けることができる制度です。

岐阜北税務署から確定申告（マーサ会場）のお知らせ
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▼ 町では、次のとおり町・県民税、国民健康保険税および所得税の申告相談・受付を行います。

　期　間　2 月 18日（月）～ 3月 15日（金）の月曜日～金曜日
　　　　　（休日は、2月24日（日）のみ行います。）
　時　間　午前の部　9時～ 11時　　午後の部　1時～ 3時 30分
　場　所　役場　１階　まなびの広場
　持ち物　右ページと同様
　※�整理券順にて相談を行います。なお、整理券は午前の部は８時 30分、午後の部は 11時 30分より配

布します。役場は８時 30分に開庁しますので、それより前に並ばれる場合は庁舎東側入口に一列にお
並びください。

　※混雑の状況により、受付を早めに終了する場合があります。
　※期間の最初は混雑が予想されますので、ご了承ください。

▼ 申告義務、必要のある方
　平成 31 年１月１日現在、北方町に住所を有しており、前年中（平成 30 年１月１日～ 12 月 31
日）に所得があった方。所得がなくても福祉手当などの受給、国民年金や国民健康保険税の軽
減措置の適用には、この申告が必要です。

ご注意（譲渡所得、事業所得（不動産や農業等）、医療費控除のある方）
①�土地や建物、株式等の資産の売却等や山林所得があった方、国外居住親族に係る扶養控除等
の適用を受けたい方については、マーサ会場へお出かけください。
②�事業、不動産、農業所得等の収支内訳書（収入金額、必要経費を計算したもの）は、あらか
じめご自分で作成してください。
③医療費控除の金額は、あらかじめご自分で計算してください。
④�②および③について作成・計算されていない場合は、当日会場にて、ご自分で作成・計算し
ていただきますので、相談の順番が後になることがあります。
⑤その他内容によって役場で受付できない場合はマーサ会場へ行っていただくことがあります。
⑥�申告期間中は申告相談会場のみでの受付となります。役場税務課や税務署の窓口では受付で
きませんのでご了承ください。

問税務課　☎ 323－1116　　（国民健康保険）住民保険課　☎ 323－1113

公的年金所得のある方へ
　公的年金等の収入額が400万円以下で、他の所得（農業所得や不動産所得など）の合計額が20
万円以下の方は確定申告を要しないこととなりました。

　ただし、所得税の還付を受ける場合は確定申告が必要になります。

　また、「公的年金等の源泉徴収票」に記載された控除（社会保険料控除や配偶者控除、扶養控除等）
を訂正する場合や、各種控除（生命保険料控除や医療費控除等）の適用を受けるには、住民税の申告
が必要となります。住民税申告をされない場合、源泉徴収票に記載の控除のみで住民税が課税されま
すのでご注意ください。

　該当する方は、お手数ですが「町・県民税の申告」を行ってください。

　必要書類は確定申告と同じです。（年金の源泉徴収票等）

町・県民税と国民健康保険税の申告相談



広報きたがた 2019.2 6

第５回北方町学校構想検討委員会が開催されました

 教育委員会 学園構想推進室 ☎323-1115

12 月 26 日、第 5回目の検討委員会が開催されました。会議では北方学園構想に関する意見書（案）
に関する協議が行われました。また、11月に開催したPTA役員や教職員向けなどの説明会の報告も
しました。当日の主な意見は以下のとおりです。
※当日の配布資料等、詳しくは町ホームページでご確認いただけます。

※主要な意見
◦北学園と南学園という 2つの学校ができるので、基本理念は同じでもそれぞれの事情や状
況に合わせて独自の学校文化を創ってほしい。それぞれの学校の特色や違いを前面に出し
て、北方学園としての幅を広げ、良い意味でのライバル関係が築けるとよい。

◦義務教育学校として、義務教育の 9年間を小中学校の教員が協力し合って指導していくと
いう意識が高まれば教育効果は大きい。

◦最近、町内に新築住宅が増えてきている。これは北方学園構想に期待されている部分も大
きいと思う。今後も学園構想を通して大いに北方町をアピールできるとよい。

◦北方町ならではの特色ある教育に関して、英語教育の充実は重要である。

◦今後の具体的な協議を専門部会などで行っていく際には、事務局と教員の緊密な連携が大
切である。特に距離的に離れている北方南小学校との連携に留意してほしい。

◦義務教育学校として新しく生まれた北方学園で、教員の指導力をより高めていくという視
点も大切である。

「北方学園構想」コーナー

「北方学園構想に関する意見書（案）」に対する意見募集について
学校構想検討委員会が策定する「北方学園構想に関する意見書（案）」について、意見を募集します。
頂いたご意見は検討委員会で参考資料としてのみ活用し、ご意見以外の個人情報が公表されることはあ
りません。なお、個々のご意見に対して直接回答はしませんので、あらかじめご了承ください。

◦募集期間　２月 12日（火）まで（郵送の場合、当日消印有効）
◦閲覧場所　町ホームページ、北方町役場　教育委員会窓口
◦応募方法　�「意見提出用紙」に、住所、氏名、連絡先を明記し、郵送、FAX、電子メール、のいずれ

かの方法で、北方町役場教育委員会までご提出ください。電話等、口頭によるご意見はご
遠慮願います。なお、「意見提出用紙」は町ホームページから印刷いただくか、教育委員
会窓口でお渡しできます。

◦提 出 先　北方町役場教育委員会
　　　　　　〒 501-0492　北方町長谷川１丁目１番地
　　　　　　FAX：058-323-3890　mail：kyouiku ＠ town.gifu-kitagata.lg.jp
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ホッと・カフェに行こう！

 地域包括支援センター
☎323－5540

介護教室
〝脳トレ″や〝いきいき百歳体操″などの認知症
予防、専門家による認知症相談も行います。

●開催日　毎週 月曜・水曜・金曜日
●時　間　午後１時30分～３時00分
　　　　　（お好きな時間にお立ち寄りください)
●場　所　いきいき支援センター まどか
●参加費　100円（飲み物・お菓子付き)

 いきいき支援センターまどか ☎320－1515

参加を希望される方は必ずお申し込みください。

●開催日　2月27日(水)
●時　間　午後１時30分～２時30分
●場　所　いきいき支援センター まどか（送迎あり）
●持ち物　タオル

足浴とマッサージ2 月のテーマ

 地域包括支援センター ☎323－5540

ホッと・カフェは、どなたでも気軽に集い、
お茶を飲みながら介護や体の心配ごとなど、
専門スタッフにご相談いただける場所です。
参加費：100 円 ( 飲み物・お菓子付き )

すまいる体操教室のご案内 体操やレクリエーションなどを通して、
体力や筋力の維持・向上をしていく教室です。

●時間　午後１時30分～３時00分
●場所　コミュニティセンター
●内容　いきいき百歳体操

/
(火)
122

●時間　午後１時30分～３時00分
●場所　働く婦人の家

/
(火)
192

●時間　午後１時30分～３時00分
●場所　勤労青少年ホーム

/
(木)
212

●時間　午後１時30分～３時00分
●場所　北方町役場 1階 つどいの広場

/
(木)
142/

(水)
132

●時間　午前９時30分～11時30分
●場所　ナーシングケア北方
●内容　認知症予防教室

専門家による「介護教室」を開催します。
介護の方法を一緒に学びませんか？

開催場所 開催日 時　間
働く婦人の家 第２・４ 火曜日 9:30 ～ 11:00
福祉センター（Ａ） 第１・３ 木曜日 9:30 ～ 11:00
福祉センター（Ｂ） 第２・４ 木曜日 9:30 ～ 11:00
福祉センター（Ｃ） 第２・４ 金曜日 9:30 ～ 11:00
福祉センター（Ｄ） 第２・４ 水曜日 13:30 ～ 15:00
いきいき支援センターまどか 第１・３ 火曜日 9:30 ～ 11:00

●利 用 料　無料
●持 ち 物　体操のできる服装・タオル・お茶・印鑑（初回のみ）
●注意事項　持病のある方は、必ず主治医と相談のうえお申し込みください。
●申込期限　２月 22 日（金）
　　　　　　※定員を越えた場合は、抽選にさせていただきます。
　　　　　　※平成 30 年度に参加されていた方も再度お申し込みください。
　　　　　　※「元気はつらつ教室」との併用はできません。

参加者募集

2019年度
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保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
３
２
３

－

７
６
０
０

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
３
２
３

－

７
６
０
０

み
ん
な
の
参
加
を

待
っ
て
る
っ
ち
！

高
次
脳
機
能
障
害
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

高
次
脳
機
能
障
害
（
こ
う
じ
の
う
き
の
う

し
ょ
う
が
い
）
と
は
、
交
通
事
故
等
に
よ
る
頭

部
外
傷
や
脳
血
管
障
害
な
ど
脳
に
損
傷
を
受
け

る
こ
と
で
、
記
憶
・
意
思
・
感
情
な
ど
高
度
な

脳
の
機
能
に
障
害
が
表
れ
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
障
害
は
、
身
体
の
障
害
を
伴
わ
な
い
こ

と
も
多
く
、
一
見
健
常
者
と
見
分
け
が
つ
か
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
周
囲
の
理

解
を
得
ら
れ
に
く
く
、
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て

は
、
本
人
で
す
ら
気
付
か
な
い
と
い
う
こ
と
に

も
、こ
の
障
害
の
難
し
さ･

問
題
が
あ
り
ま
す
。

●�

こ
ん
な
症
状
身
に
覚
え
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

受
傷
後
、
又
は
、
発
病
の
前
後
で
次
の
よ
う

な
症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
高
次
脳
機
能
障

害
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

□
記
憶
力
の
低
下

□
怒
り
っ
ぽ
く
な
る

□
幼
稚
な
言
動
、
行
動
が
み
ら
れ
る

□
感
情
が
鈍
麻
し
て
い
る

□�

複
数
の
動
作
を
同
時
に
す
る
事
が
出
来
な

い
、
物
事
を
順
序
だ
て
て
取
り
組
む
こ
と

が
困
難

□�

本
人
は
、
自
分
が
変
わ
っ
た
こ
と
、
で
き

な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
気
づ
か
な
い

□�

お
菓
子
を
食
べ
続
け
た
り
、
お
金
が
な
く

な
る
ま
で
散
財
し
た
り
、
我
慢
が
き
か
な

く
な
る

　

高
次
脳
機
能
障
害
の
症
状
は
物
忘
れ
や
記
憶

障
害
、
感
情
を
抑
制
す
る
障
害
な
ど
症
状
は
脳

の
損
傷
場
所
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

●�

高
次
脳
機
能
障
害
の
発
症
原
因
は
？

　

全
体
の
94
％
が
脳
外
傷
と
脳
血
管
疾
患
、
脳

腫
瘍
が
原
因
に
よ
る
発
病
で
す
。
そ
の
他
、
ウ

イ
ル
ス
性
脳
炎
や
低
酸
素
性
脳
症
、
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
な
ど
に
よ
っ
て
も
発
症
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。　
　
　

　

脳
外
傷
の
特
徴
と
し
て
は
、
損
傷
部
位
が
広

範
囲
に
及
ぶ
た
め
、
障
害
も
複
合
的
に
発
症
す

る
場
合
が
多
く
、
脳

血
管
疾
患
で
は
、
失

語
症
が
高
い
確
率
で

現
れ
ま
す
。

●�

高
次
脳
機
能
障
害
の
方
へ
の
対
応

　

家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
が
症
状
を
良
く
理
解

し
環
境
を
整
え
、
対
応
の
仕
方
を
工
夫
し
、
適

切
な
対
応
を
行
う
こ
と
で
、
出
来
る
こ
と
が
増

え
た
り
、
問
題
行
動
が
減
っ
た
り
す
る
事
が
あ

り
ま
す
。

 

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

　

何
気
な
い
会
話
か
ら
、
本
人
や
家
族
に
あ
っ

た
リ
ハ
ビ
リ
方
法
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
会
話
を
す
る
事
で
脳
を
働
か
せ
る
訓
練
に

も
な
り
ま
す
。

 

日
記
や
チ
ェ
ッ
ク
表
を
つ
け
る

　

記
憶
を
整
理
し
、
忘
れ
た
事
を
思
い
出
す
手

段
に
な
り
ま
す
。
日
記
を
つ

け
る
こ
と
は
、
頭
の
中
の
イ

メ
ー
ジ
を
具
体
的
に
表
現
す

る
訓
練
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

　 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
軽
く
体
を
動
か
す

　

脳
の
中
に
は
体
を
動
か
す
こ
と
で
活
性
化
す

る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
特
に
何
も
考
え
ず
に
体

を
動
か
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
単
純
な
動
作
で

も
、
動
い
て
い
れ
ば
自
然
と
考
え
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

１
人
で
ど
う
に
か
し
よ
う
と
し
な
い
で
、
ま

ず
は
、
周
り
の
人
や
専
門
の
相
談
機
関
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

①�

岐
阜
県
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
普
及
事
業
に

係
る
協
力
医
療
機
関

・
岐
阜
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー　

　

脳
神
経
外
科　

�

☎
２
４
６

－

１
１
１
１

・
医
療
法
人
清
光
会　

岐
阜
清
流
病
院

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　

�
☎
２
３
９

－

８
１
１
１

②�

岐
阜
県
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
普
及
事
業
に

係
る
地
域
支
援
協
力
機
関

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
け
は
し
西
岐
阜

�

　

☎
２
７
７

－

６
１
１
３

・
生
活
サ
ポ
ー
ト
は
し
ま
・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

�

☎
３
９
２

－

２
８
０
０

（
参
考
）　

・
岐
阜
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

・
高
次
脳
機
能
障
害
ｎ
ｅ
ｔ
．

愛
の
献
血

「
救
い
た
い

　
　
あ
な
た
の
未
来
　
私
か
ら
」

　

命
を
救
う
献
血
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

献
血
は
命
を
救
う
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
あ
な
た
の
献
血
で
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
45
分

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

●
場
所　

役
場
１
階

　
　
　
　

つ
ど
い
の
広
場

福
祉
健
康
課 

☎
３
２
３

－

１
１
１
９　
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お
正
月
、
七
草
、
松
送
り
も
過
ぎ
、
ま
だ
ま

だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
暦
で
は
寒
の
明
け

（
立
春
）
か
ら
は
春
と
な
り
ま
す
。

　
「
節
分
」
は
季
節
の
移
り
変
わ
り
で
、
立
春
・

立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の
前
日
の
こ
と
で
す
が
、

最
近
で
は
特
に
立
春
の
前
日
を
指
し
て
言
い

ま
す
。

　

寺
社
で
は
邪
気
を
追
い
払
い
、
春
を
迎
え
る

追つ
い

儺な

が
行
わ
れ
ま
す
。
家
々
で
も
鰯
の
頭
を
付

け
た
柊
の
枝
を
戸
口
に
刺
し
た
り
、
厄
除
け
に

豆
ま
き
を
し
た
り
し
ま
す
。
身
近
な
円
鏡
寺
に

も
「
星
ま
つ
り
」(

節
分
祭)

が
あ
り
ま
す
。

　

春
の
ひ
だ
ま
り
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

伊
藤 

て
る 

貝
雛
展

　

～
か
わ
い
い
貝
の
お
雛
さ
ま
～

　

２
月
１
日(

金)

～
24
日(

日)

　

貝
を
集
め
、
古
布
を
ほ
ど
き
、
少
し
ず
つ
、

少
し
ず
つ
貝
雛
を
作
り
続
け
て
十
余
年
。
気
づ

け
ば
作
品
は
５
０
０
点
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
笑
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

新
着
オ
ス
ス
メ
図
書

『
最
後
の
読
書
』　　

�

津
野
海
太
郎　

著

『
私
が
食
べ
た
本
』　�

村
田
沙
耶
香　

著

『
死
ぬ
こ
と
以
外
か
す
り
傷
』�

箕
輪
厚
介　

著

『
天
皇〈
１
２
５
代
〉
の
歴
史
』�

山
本
博
文　

著

『
天
皇
交
代
』　　
　
　

�

明
石
元
紹　

著

『
鷹
と
生
き
る
』　　
　

�

谷
山
宏
典　

著

『
池
上
彰
の
未
来
を
拓
く
君
た
ち
へ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

池
上　

彰　

著

『
働
く
女
子
と
罪
悪
感
』�

浜
田
敬
子　

著

『
18
歳
か
ら
考
え
る
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

道
幸
哲
也　

著

『
い
の
ち
の
値
段
』�

読
売
新
聞
医
療
部　

著

『
霊
長
類
図
鑑
』�

日
本
モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー　

編

『
性
の
進
化
史
』　　
　

�

松
田
洋
一　

著

『
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
ク
ロ
ニ
ク
ル
』

『
小
児
科
医
の
ぼ
く
が
伝
え
た
い
最
高
の
子

育
て
』　　
　
　
　

�

高
橋
孝
雄　

著

『
ゼ
ロ
ト
レ
』　　
　
　

�

石
村
友
見　

著

『
松
竹
と
東
宝
』　　
　

�

中
川
右
介　

著

『
大
人
の
た
め
の
言
い
換
え
力
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

石
黒　

圭　

著

『
幸
せ
に
つ
い
て
』　�

谷
川
俊
太
郎　

著

『
未
来
職
安
』　　
　
　

�

柞
刈
湯
葉　

著

『
静
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
要
介
護
探
偵
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

中
山
七
里　

著

『
フ
ー
ガ
は
ユ
ー
ガ
』�

伊
坂
幸
太
郎　

著

『
あ
な
た
の
愛
人
の
名
前
は
』�

島
本
理
生　

著

『
芙
蓉
の
干た

城て

』�

松
井
今
朝
子　

著

『
ア
ウ
ト
＆
ア
ウ
ト
』　�

木
内
一
裕　

著

『
流
砂
』　　
　
　
　
　

�

黒
井
千
次　

著

『
男
の
不
作
法
』　　
　

�

内
館
牧
子　

著

『
女
の
不
作
法
』　　
　

�

内
館
牧
子　

著

『
大
人
の
流
儀 

８
』　　

�

伊
集
院
静　

著

『
針
と
糸
』　　
　
　
　

�

小
川　

糸　

著

『
が
ん
に
生
き
る
』　�

な
か
に
し
礼　

著

『
血
を
売
る
男
』　　
　
　

�

余　

華　

著

『
ウ
ー
マ
ン
・
イ
ン
・
ザ
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ 

上
・
下
』

�

Ａ
．
Ｊ
．
フ
ィ
ン　

著

北
方
町
読
書
サ
ー
ク
ル
月
例
会

２
月
27
日(

水)

午
後
１
時
30
分

　
「
き
ら
き
ら
眼
鏡
」　　

　
　

森
沢　

明
夫　

著　

双
葉
社

２
月
の
行
事

・
木も
く

育い
く

ひ
ろ
ば

　

聞
い
て
み
よ
う
、
森
の
お
は
な
し

　

さ
わ
っ
て
み
よ
う
、
木
の
お
も
ち
ゃ

　

14
日
（
木
）
午
前
10
時
15
分
～

・
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

　

16
日
（
土
）
午
前
10
時
15
分
～

・
お
や
こ
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

　

21
日
（
木
）
午
前
10
時
15
分
～

　

※
０
歳
か
ら
参
加
で
き
ま
す
！

休
館
日（
色
付
日
が
休
館
日
で
す
）

２月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28
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12 月 10 日（月）に、北方西小学校の 4年生と北方町婦人会が、地域の環境美化・保全活動の一環
として糸貫川の河川清掃を行いました。冷たい風が吹く中、各自ホウキや軍手を手にして、黙々と草取
りやごみ拾いをしていました。枯葉だけでなく、空き缶やタバコの吸殻などが多くあり、ごみの多さに
驚きつつも、自分たちの力でだんだん
と綺麗になっていく河川に、児童の顔
も自然と笑顔になっていきました。
北方西小学校では定期的に美化運
動を行っており、今後も地域の方と一
緒に行う清掃活動や行事などを通し
て、ふるさと北方を愛する子に育って
ほしいと思います。

▲挨拶をする婦人会の市橋会長

糸貫川で河川清掃を
行いました！

▲美化清掃を行う児童

北方町では、昨年度より各小学校の図書室にて「放課後子ども教室」を開設しております。放課後子
ども教室とは、小学生を対象とした、放課後に子どもたちが安心して学習できる場所を提供する事業で、
毎月第１・３月曜日の放課後に開催しております。
午後３時～５時までの２時間ですが、学校の宿題をしたり静かに読書をする等、各児童が自分で考え
活動することができています。「静かな場所で集中できるので、頑張ることができる。」と、参加してい

る児童からも好評です。
来年度の申込み期間は、２月 12日（火）から２月 28日（木）までになります。
既に配布してあります申込書を、教育委員会窓口に提出してください。詳細等、
不明な点がありましたらお気軽に教育委員会までお問い合わせください。

放課後子ども教室について

 教育委員会 ☎323-1115

婦
人
会
で
は
新
年
の
恒
例
行
事
と
し
て
毎
年
、
町
内
の
方
が
入
所
し
て

い
る
町
内
外
の
福
祉
施
設
を
慰
問
し
、
会
員
や
自
治
会
等
か
ら
募
っ
た
お

金
を
「
愛
の
お
年
玉
」
と
し
て
届
け
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
総
額
４
３
万
７
５
９
０
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
内
訳
は
次
の

通
り
で
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
額�

４
３
万
７
５
９
０
円

◆
自
治
会
等
（
順
不
同
）

芝
原
東
町�

１
万
円

芝
原
中
町�

１
万
円

朝
日
町�

２
万
６
０
０
０
円

若
宮
町�

２
万
円

栄
町�

１
万
５
０
０
０
円

加
茂
町�

１
万
８
１
０
０
円

船
町�

２
０
０
０
円

梅
野
町�

１
万
８
５
１
円

俵
町�

２
万
円

増
屋
町�

１
万
５
０
０
０
円

戸
羽
町�

１
万
２
２
３
１
円

仲
町�

６
９
０
０
円

千
歳
町�

２
０
０
０
円

駒
来
町�

６
８
１
０
円

森
町�

２
万
円

天
王
町�

１
万
円

本
町�

１
万
５
０
０
０
円

石
町�

３
０
０
０
円

大
門�

１
万
円

清
水�

１
万
１
９
４
９
円

地
下�

１
万
円

一
本
松�

２
万
７
０
０
０
円

春
来
町�

４
万
８
５
７
７
円

小
柳　

�

２
万
円

天
狗
堂�

１
万
２
０
０
０
円

高
屋�

１
万
円

高
屋
白
木
３
丁
目�

５
０
０
０
円

高
屋
条
里�

５
０
０
０
円

高
屋
太
子
町�

５
０
０
０
円

ハ
イ
タ
ウ
ン
Ｓ
３�

１
万
円

ハ
イ
タ
ウ
ン
Ｓ
４�

１
万
円

◆
個
人

有
志�

２
６
５
０
円

石
元
栄
子�

３
０
０
０
円

東
加
茂
有
志�

５
０
０
０
円

◆
ク
ラ
ブ

華
道
（
正
統
則
天
門
）�

２
０
０
０
円

書
道
ク
ラ
ブ�

３
１
６
２
円

料
理
ク
ラ
ブ�

２
０
０
０
円

さ
わ
や
か

ヘ
ル
シ
ー
ク
ラ
ブ�

３
３
６
０
円

美
健
体
操
ク
ラ
ブ�

２
０
０
０
円

健
康
リ
ズ
ム
体
操�

３
０
０
０
円

踊
り
の
会�

２
０
０
０
円

寄
せ
植
え
華
道�

２
０
０
０
円

婦
人
会
　
愛
の
お
年
玉
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まなびすとの広場
きらりの教室や講座その他実施の様子は HP（きらりのページ）からもご覧いただけます。

生涯学習センターきらり
の情報はこちらをご覧ください。

北方町ホームページ クリック！

2019年度きらり自主講座前期講師募集
　北方町は、住民主体の生涯学習活動を支援するため、2019年度きらり自主講座を開設します。生涯にわ
たって学び、楽しみ、その成果を生かして社会に貢献したり新たな挑戦をしたりすることは、よりよく生きる
ことにつながります。“いずれサークルで指導したい”という方は、ぜひ一歩踏み出してみてください。

募 集 期 間　　２月１日（金）～２月24日（日）
応 募 方 法　　�「2019年度きらり自主講座前期講師募集チラシ」をご覧のうえ、

開設計画書及び受講者募集チラシを提出してください。
　　　　　　　�講師募集チラシは、生涯学習センターきらり、広域働く婦人の家、

広域勤労青少年ホーム及び図書館に置いてあります。また、生涯学
習センターきらりのホームページからも印刷できます。

申込/問合せ　 生涯学習センターきらり　☎320-2200

 生涯学習センターきらり　☎320-2200（月曜休館）

増屋町の恵比須屋　河村正
通さんを講師としてお迎え
し、練り切りとまんじゅうづ
くりを行いました。
まんじゅうのあんを包んだ
り練り切りであんを包み、菊の形に形成をしました。
練り切りの三角ベラを使っての形成はとても難し
く、何度も練習をして仕上げました。貴重な体験と
和菓子職人の技を感じた講座でした。

今年も大人気のか
ぎ針の編み物体験教
室。23 名の方が参
加しました。
年長と小学生は、
簡単にできる「Ｔ

シャツヤーンで作るブレスレット」と昨年度は顔の
パーツ等の飾りつけしかできなかった「あみぐるみ」
を完成させました。大人は「ネット編みで作るミニ
ペットボトルケース」をつくりました。
また子どもだけでは難しい編み方のところでは親
子や家族で協力してつくり、子どもだけではなく大
人も一緒に楽しく体験しま
した。

きらり講座 11/23（金・祝）

かぎ針の編み物体験教室作って楽しむ和菓子
練り切りとまんじゅうづくり

きらり講座 11/25(日）

あみぐるみ

▲

きらり講座 開催報告　～ 子どもも大人もチャレンジしました～
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　本日は、成人を迎えた私たちの門出に際し、このような盛大で素晴らしい式典を催
していただきまして誠にありがとうございます。また、心温まるお祝いと激励の言葉
をいただきました、戸部町長様を始め来賓の皆様、ご出席いただいた皆様に新成人一
同を代表いたしまして心よりお礼申し上げます。
　私たちは、北方町に今より田んぼや柿畑が多かった二十年前、この世に生を受けま
した。思い返せば長くも短かったこの二十年間、地域の皆様、恩師の先生方、いつも
近くで温かく見守ってくれた家族をはじめ、多くの人に支えられて今日、成人式を迎
えることができました。今、これまで沢山の心配や苦労をかけてしまった父と母にと

ても感謝しています。小中学校時代、悪さをして学校に呼び出された時、反抗期で周りの人に素直に接することがで
きなかった時、高校受験に失敗した時。いつも、正しい方向に歩むよう、時には優しく、時には厳しく、そして時に
は何も言わず温かく見守ってくれました。そんな両親の大きな愛に包まれて、ここまで成長することができました。
笑顔の絶えない温かい家庭を築き、その中で育ててくれたことに感謝し、尊敬するとともに、この家に生まれて良かっ
たと、ようやく気付くことができました。ここに出席した成人の皆も同じ気持ちだと思います。
　沢山の愛を受け育った私たちは、これからは大人としての扱いを受けることになります。今まで制限されていたこ
とができるようになり、たくさんの権利を手にします。可能性や視野も大きく広がりますが、それと同時に「責任」
というものも伴うようになります。あるようで無いような、あまり意識していなかったこの言葉の重みを感じ、大人
としての自覚を持ち、常に前に進んで高みを目指す姿勢でこれからの日本、新たな時代の担い手として日々邁進して
いきたいと考えています。
　しかし、私たちはまだまだ未熟です。これから大きな壁にぶつかり社会の厳しさを知り何度も挫折しそうになると
思いますが、そんな時はこの町で出会った仲間がきっと支えになってくれるはずです。
　最後になりましたが、改めて今までお世話になった方々に心より感謝の気持ちを申し上げます。私たちがここに集い、
成人式を迎えられることができたのは、私たちを支えてくださった家族、導いてくださった先生方、そして大切な仲
間たちのおかげです。この感謝の気持ちと大人としての決意を心に刻み、これからの人生をたくましく生きていくこ
とをここに誓い、新成人代表の挨拶とさせていただきます。

　平成三十一年一月十三日　　　新成人代表　　清水　駿

　１月 13 日（日）生涯学習センターきらりホールにおいて、平成最後の北方町成人式を開催しました。新成人
165 名が出席され、大勢の保護者の方が御来場されました。
　新成人による式典の企画・運営は二十歳の門出にふさわしい厳粛なものとなり、戸部町長をはじめ多くの来
賓や恩師の皆さまから温かい励ましの言葉をいただきました。新成人を代表して、清水駿さんが以下のような
誓いの言葉を述べられました。

平成31年　成人式

成人式実行委員
仲島 真雄　　　　小橋 里奈　　　　宮部 友汰
作田 彩乃　　　　向井 希美香　　　一條 歩夢
北村 かれん　　　溝口 桃加　　　　秋吉 宏哉
但馬 日菜子　　　山中 鈴佳　　　　塩谷 優宜
清水 駿

祝
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自立した大人になる
ということ

北村　かれん

　はじめに、今日まで
支えてくださった家
族、先生方、友人、地
域の方々に心よりお礼
申し上げます。また、
今日という日を無事に
迎えられたことをとて
もうれしく思います。

　この 20 年間楽しいこともつらいこともありまし
た。そんなときはいつも誰かが近くで喜び、励まし
支えてきてくれました。自分 1人では乗り越えられ
なかった壁も、みなさんの支えがあったからこそ乗
り越えることができました。
　私がまだ小さかった頃、大人と言えば何事にも動
じず、賢く、頼りになる存在でした。そして気が付
けば自分も成人し社会では「大人」と認められる年
齢になりました。しかし、いざなってみると自分が
思い描いていた大人とは程遠く、私はこんなにも無
力なのかと思い知らされるばかりです。今私は家族
の援助のもと大学に通っています。成人したとはい
え、まだ自立からは程遠い生活です。そんな私も４
月から児童養護施設の職員として社会に出ます。支
えられ、守られてきた私が今度は支え、守る立場に
なります。私が子どもの頃思い描いていた大人に
なっているとは思えませんが、ひとつひとつ悩みな
がら経験を重ね、施設の子ども達と向き合い過ごし
ていく中で私自身も成長していけたらと思っていま
す。
　もうすでに社会に出て働いている人や学業に励ん
でいる人など立場は様々ですが、新成人として一人
ひとりが自分の行動に責任を持ち、社会の一員とし
て貢献していきたいと思います。新たな１歩を踏み
出したばかりで、とても頼りない新成人です。みな
さんの支えや協力なしではできないこともたくさん
あり、ご迷惑をかけることもたくさんあると思いま
すが、温かく見守ってくださいますよう、お願い申
し上げます。

北方町での育ちは
心の支え

宮部　友汰

　今年、私は晴れて
二十歳となり成人式を
迎えることができ、と
ても嬉しく思います。
無事にこの日を迎える
ことができたのは、両
親、友人、先生、地域
の方々のご支援があっ

たからです。心より感謝申し上げます。
　今、改めてこの 20 年を振り返ってみると様々な
出来事が思い出されます。それは決して楽しかった
ことだけではなく、悩みを抱えることや困難に直面
することもありました。それを乗り越えることがで
きたのは自分一人の力ではなく、多くの人の支えが
あったからだと感じています。成人式を迎え大人の
仲間入りを果たした今、私は支えてもらうだけの立
場から、誰かを支えていけるような人間になりたい
と思います。そのためにはただ漠然と「成年に達し
たから大人になる」と考えるのではなく、どうした
ら大人になれるのかを考える必要があると思いま
す。これからは飲酒や喫煙が可能になるなど、今ま
で以上に様々な権利が与えられます。しかしそれは
自由になったということではなく、自分の行動に責
任が伴うということです。この日を機に成人として
の責任を自覚し、成人として恥ずかしくない振舞い
を心がけていきたいです。
　私たちはこれから先、一人一人が異なる道を歩ん
でいくと思います。そこでは様々な出会いが待って
います。しかし、人生のスタートとして幼い頃を過
ごしたこの北方町を忘れることはありません。この
先にある困難や試練につまずき挫折しそうな時も、
故郷で築いた関係や思い出が心の支えになると思い
ます。
　まだまだ未熟な点が多くご迷惑をおかけすること
もあると思いますが、これからも温かく見守ってく
ださいますよう、よろしくお願いいたします。
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十六銀行と
中京実業が寄附

12/13

岐阜県身体障害者福祉協会
「優秀支部表彰」を受賞

12/16南保育園に
サンタさんが訪問 

12/25

町制施行130周年記念
第16回町民パドルテニス大会

12/2

「きたがた音遊楽団 KOY」のメンバーが
サンタに扮し、南保育園を訪問しました。子
ども達はサンタさんの登場に大喜びし、メン
バーの演奏で行われたクリスマスコンサート
ではクリスマスソングを一緒に歌ったり、歌
に合わせて踊ったりして楽しい時間を過ごし
ました。

高山市で開催された第 68 回岐阜県身体障害
者福祉大会において、身体障害者福祉協会本巣
郡支部が、優秀支部表彰を受けました。

同支部は、ヘルプマークの啓発活動や会員の
交流活動などを積極的に行っていることが評価
され、この度の受賞となりました。

中京実業株式会社が発行した株式会社十六
銀行の「ＣＳＲ私募債」を活用した寄附金の
贈呈式が行われました。これは、企業の私募
債発行にあたり、同銀行が受け取る手数料の
一部を企業が指定する団体に寄附するという
取り組みです。寄附金は、中京実業株式会社
の希望により、学園構想のために活用させて
いただきます。

総合体育館において第 16 回
町民パドルテニス大会を開催しました。一般
男子・一般女子の部、初中級に分けて行われ、
総勢 33 名の方が参加されました。

大会結果は次のとおりです。� （敬称略）

▲町長に目録を渡す中京実業の堀代表取締役（中央）と
　十六銀行北方支店の井奈波支店長（右）

●一般男子の部
優　勝　新美　鉄治
準優勝　吉田　元気
３　位　西垣　一樹

●一般女子の部
優　勝　中本　真理
準優勝　西　千佳子
３　位　廣瀬　　歩

●初中級
優　勝　西　　泰輝
準優勝　辻　　貴行
３　位　辻　小夜子

▲

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

▲

町
長
へ
報
告
す
る
神
谷
支
部
長（
中
央
）、

　
山
本
理
事（
右
）
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人権擁護委員に安田 やす子さんを任命
八代 勝秋さん、武藤 隆広さんを再任

1/1

社会を明るくする運動作文
「優秀賞」を受賞

1/15

１月１日付で法務大臣の委嘱を受け、人権擁護委員に安田やす子
さんが任命されました。また、八代勝秋さん、武藤隆広さんが再
任されました。

第 68 回 “社会を明るくする運動”
作文コンテストにおいて北方中学校の
石川史華さんが優秀賞を受賞したた
め、北方町長を表敬訪問をしました。

石川さんは、「栄誉ある賞をいただ
けて、とても嬉しいです。」と喜びを町
長に報告していました。

▲安田 やす子さん

▲町長（左）と、
　八代勝秋さん（中央）、武藤隆広さん（右）

▲町長に受賞を報告する石川さん（写真中央）

当町の人権擁護委員（敬称略）
八代　勝秋（高屋）	 ☎３２４- ４６６８
林　　礼子（北方）	 ☎３２４- ３９６３
武藤　隆広（小柳）	 ☎０９０- ３３８３- ００５１
市川眞理子（柱本）	 ☎３２３- ３５４３
安田やす子（芝原東町）	 ☎３２４- ８７７８

　人権擁護委員は、いじ
め、体罰、差別問題をはじ
め、家庭内の夫婦・親子問
題から、隣近所のもめごと
など幅広い問題の相談に応
じています。

北方町議会３月定例会の予定

日　　程  内　　　容
２月22日（金） 午前９時30分 議会運営委員会
２月26日（火） 午前９時30分 厚生都市常任委員会協議会
２月27日（水） 午前９時30分 総務教育常任委員会協議会

２月28日（木）
午前９時30分

終了後

定例会第１日
（開会・提案説明）
議案精読（議案勉強会）

３月１日（金） 午前９時30分 議案精読（議案勉強会）
３月４日（月） 午前９時30分 議案精読（議案勉強会）
３月５日（火） 午後１時30分 議会改革推進委員会
３月６日（水） 午前９時30分 議案精読（議案勉強会）
３月７日（木） 午前９時30分 議案精読（議案勉強会）

３月８日（金） 午前９時30分 定例会第２日
（質疑・委員会付託）

３月11日（月） 午前９時30分 定例会第３日（一般質問）

３月12日（火） 午前９時30分 厚生都市常任委員会
（付託案件審査）

３月13日（水） 午前９時30分 総務教育常任委員会
（付託案件審査）

３月15日（金） 午前９時30分 定例会第４日（採決・閉会）

　議会の本会議や委員会の傍聴を希望される方は、庁舎
３階の議会事務局でお申し込みください。
　本会議の模様は、庁舎1階「いこいの広場」のテレビ
モニターでもご覧いただけます。
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　アルミ缶リサイクル協会は、アルミ缶回収活動の
普及を目的として、アルミ缶の回収活動を実施して
いる団体の中から優秀な回収・活動実績をあげられ
た方々を昭和 51 年度から毎年表彰されています。
本年度は、選考の結果、全国で 63団体が表彰され、
そのうち北方町では、高屋太子子ども会が優秀賞に
選ばれ協会より表彰状が授与されました。

～アルミ缶回収協力者表彰～
高屋太子子ども会が受賞

ダンボールコンポストとは、生ごみを微生物に分解させ、
堆肥化する資材です。生ごみを堆肥にする資源活用の効果に
加え、生ごみの減量化にも繋がるため、より多くのご家庭に使っ
ていただきたいと考えています。
ご利用をお考えの方はダンボールコンポストを町が予算の
範囲内で購入した価格の半額で販売を行っていますので、都
市環境課までお問い合わせください。

～ダンボールコンポストの導入を推奨しています～

一式� 650 円
基材� 330 円
ダンボール� 140 円
キャップ� 180 円

販売代金

▲受賞された高屋太子子ども会のみなさん

　ボランティア・スピリット・アワードは青少年が積極的にボラン
ティア活動に参加できる社会環境の醸成を目指し、米国プルデンシャ
ル・ファイナンシャルが 1995 年からアメリカで実施しているプロ
グラムで、日本では1997年にスタートしました。22回目となる今回、
全国 18,741名の中高生がボランティア活動の内容を綴った応募の
中から、大野雄太郎さん（芝原西町）がゆうすいの会でのボランティ
ア活動や町内の小学生を対象とした環境学習の活動の実績をまとめ
られ、見事コミュニティー賞を受賞されました。

～ボランティア・スピリット・アワードでコミュニティー賞を受賞～
大野 雄太郎さん ( 芝原西町 ) が受賞

▲大野 雄太郎さん
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2月のごみ収集日の
変更について

くらしのカレンダーでもお知らせしておりますが、下記のとおりに
変更となりますので、該当地区にお住まいの方はご注意ください。

※2月11日（月）は祝日ですが、可燃
ごみ（該当地域）は収集します。
※ごみの出し方を守り、地域の集積
場には、午前8時までに出してくだ
さい。

種別 自治会名（略称） 変更前 変更後

空カン

Ｈ
地
区

東・船・仲・千・リバ・駒・新・森・
天王・本・石・清・地・一・曲・明・
ﾊｲS1・ﾊｲS2・ﾊｲS3・ﾊｲS4

2/11（月） 2/18（月）
Ｉ
地
区

大・春・小・天狗・柱・高・高白1・
高白2・高白3・高伊1・高条・高
丸・高太・ﾊｲA2,4・ﾊｲA1・長

2/18（月） 2/25（月）

岐
阜
県
内
に
お
け
る
平
成
29
年
中
交
通
事
故
多
発
場
所
の
内
、

北
方
町
内
の
事
故
多
発
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲

平
成
6
丁
目
31
番
地
先

▲

曲
路
2
丁
目
1
番
地
先

場　　　所
車両事故(自転車除く)

自転車 合　計
追突 出会頭 右折時 その他

平成6丁目31番地先 9 0 6 6 4 25

曲路2丁目1番地先 15 2 1 4 3 25

▼表：平成 29 年中交通事故種別発生件数

順 

位

場　
　

所

57
位
平
成
６
丁
目
31
番
地
先

　

平
成
６
交
差
点
付
近

59
位
曲
路
２
丁
目
１
番
地
先

　

小
柳
２
丁
目
交
差
点
付
近

い
ず
れ
の
交
差
点
も
主
要
地
方
道
が
交

差
し
、終
日
交
通
量
が
多
い
交
差
点
で
す
。

事
故
の
特
徴
は
、
追
突
事
故
が
最
も
多

く
、
自
転
車
と
の
事
故
も
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
追
突
事
故
は
朝
の
出
勤
時
間
帯

に
多
く
、
自
転
車
と
の
事
故
は
夕
方
や
夜

間
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
交
通

事
故
防
止
に
向
け
て
次
の
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

●
通
勤
通
学
は
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

●
右
左
折
時
に
は
歩
行
者
・
自
転
車
に
も

注
意

●
自
転
車
等
は
交
差
点
内
を
右
左
折
す
る

車
両
に
注
意

防
災
安
全
課

　

☎
３
２
２
ー
９
９
３
６

県
内
の
交
通
事
故
発
生
場
所
に
つ
い
て

町
内
２
カ
所
が
県
内
ワ
ー
ス
ト
57
・
59
位
に

岐阜市内のごみ集積場に北方町の一部の住民が
ごみを捨てていくという苦情が役場に寄せられてい
ます。
ごみ出しの場所は地域（自治会）で決められてい
ます。指定の場所以外でのごみ出しはルール違反と
なり、ごみ集積場を管理している地域（自治会）に
大変迷惑となりますので次のとおりごみ出しのルー
ルを必ず守ってください。

～ごみ出しルールの徹底について～
●地域（自治会）指定のごみ集積場以外へ
ごみを持込まないこと。

●ごみ出しの指定日を守ること。
　（午前８時までに）
●可燃ごみは町指定のごみ袋
を使用すること。

●分別をすること。
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新
年
恒
例
の
出
初
式
が
、
１
月
６
日
（
日
）

北
方
小
学
校
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
に

対
し
て
表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
多
く
の
方

が
見
学
す
る
な
か
、
一
斉
放
水
を
行
い
、
団
員

は
防
火
に
対
す
る
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
者
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

岐
阜
県
知
事
表
彰

◦
永
年
勤
続
功
労
章

　

副
団
長	

伊
藤　

安
信	

（
森
町
）

◦
勤
続
功
労
章

　

分
団
長	

木
野
村　

芳
孝	

（
柱
本
）

◦
功
労
章

　

部
長	

改
田　

和
亮	

（
柱
本)

岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

◦
自
治
体
消
防
七
十
周
年
記
念
大
会
特
別
感
謝
状

　

団
長	

神
谷　

巧	

（
栄
町
）

◦
勤
労
章

　

分
団
長	

木
村　

量
基	

（
黒
定
町
）

◦
功
績
章

　

班
長	

福
田　

大
輔	

（
柱
本
）

　

班
長	

下
本　

隆
夫	

（
黒
定
町
）

　

団
員	

堀　

大
輔	

（
芝
原
西
町
）

本
巣
郡
消
防
協
会
長
表
彰

◦
功
績
章

　

団
員	

白
木　

勝
利	

（
俵
町
）

　

団
員	

簑
島　

聡	

（
芝
原
西
町
）

　

団
員	

中
野　

亮
平	

（
朝
日
町
）

　

団
員	

畑
中　

章
宏	

（
高
屋
）

　

団
員	

鷲
見　

将
樹	

（
役
場
）

　

団
員	

吉
村　

駿	

（
小
柳
）

　

団
員	

平
川　

悟	

（
役
場
）

町
長
表
彰

◦
功
績
章

　

団
員	

大
西　

博
史	

（
柱
本
）

　

団
員	

髙
橋　

央
樹	

（
高
屋
）

　

団
員	

神
山　

理	

（
東
加
茂
）

　

団
員	

清
水　

大
輔	

（
柱
本
）

　

団
員	

野
﨑　

俊
輔	

（
俵
町
）

　

団
員	
𡈽
井　

烈
志	

（
高
屋
）

　

団
員	
木
野
村　

浩
司	

（
柱
本
）

　

団
員	

坂
口　

優	

（
役
場
）

　

団
員	

西
村　

信
太
郎	

（
役
場
）

　

団
員	

小
石　

慎	
（
役
場
）

　

団
員	

安
藤　

紗
莉
奈	
（
役
場
）

団
長
表
彰

◦
功
績
章

　

団
員	

臼
井　

章	

（
柱
本
）

　

団
員	

若
山　

広
幸	

（
柱
本
）

　

団
員	

脇
田　

琢
巳	

（
役
場
）

　

団
員	

後
藤　

祐
斗	

（
役
場
）

　

団
員	

野
口　

流
夏	

（
役
場
）

防
災
安
全
課

　

☎
３
２
２
ー
９
９
３
６

①
分
電
盤
タ
イ
プ
（
内
蔵
型
）

※
費
用
：
約
５
～
８
万
円

（
標
準
的
な
も
の
）

※
電
気
工
事
が
必
要

　

分
電
盤
に
内
蔵
さ
れ
た

セ
ン
サ
ー
が
揺
れ
を
感
知

し
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ

て
電
気
を
遮
断
し
ま
す
。

②
分
電
盤
タ
イ
プ
（
後
付
け
型
）

※
費
用
：
約
２
万
円

（
標
準
的
な
も
の
）

※
電
気
工
事
が
必
要
。
漏
電

ブ
レ
ー
カ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
る
場
合
に
設
置
可
能
。

　

分
電
盤
に
感
震
機
能
を

外
付
け
す
る
タ
イ
プ
で
、

セ
ン
サ
ー
が
揺
れ
を
感
知

し
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ

て
電
気
を
遮
断
し
ま
す
。

③
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ

※
費
用
：
約
５
千
円
か
ら
２
万
円
程
度

　

コ
ン
セ
ン
ト
に
内
蔵
さ
れ
た
セ
ン

サ
ー
が
揺
れ
を
感
知
し
、
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
電
気
を
遮
断
し
ま
す
。

タ
ッ
プ
型
：
既
存
の
コ
ン
セ
ン
ト
に
差

し
込
ん
で
使
う
も
の 

※
電
気
工
事
が
不
要

埋
込
み
型
：
壁
面
な
ど
に
取
り
付
け
て

使
う
も
の　

※
電
気
工
事
が
必
要

【
左
：
埋
込
み
型
、
中
・
右
：
タ
ッ
プ
型
】

④
簡
易
タ
イ
プ

※
費
用
：
約
２
～
５
千
円
（
標
準
的
な
も
の
）

※
電
気
工
事
が
不
要

　

ば
ね
の
作
動
や
重
り
の
落
下
な
ど

に
よ
り
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
電
気

を
遮
断
し
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
量
販
店
で
購

入
可
能

【
左
：
お
も
り
玉
式
、
右
：
ば
ね
式
】

防
災
安
全
課　

☎
３
２
２
ー
９
９
３
６

●
地
震
時
の
火
災
の
原
因
は
？

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

で
発
生
し
た
火
災
の
過
半
数
は
、
電
気
に

起
因
す
る
火
災
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
地
震
に
よ
っ
て
停
電
し
た
後
、

避
難
等
で
不
在
時
に
電
気
が
復
旧
し
て
出

火
し
、
初
期
消
火
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ

る
「
通
電
火
災
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

●
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と
は
？

地
震
発
生
時
に
設
定
値
以
上
の
揺
れ
を

感
知
す
る
と
、
ブ
レ
ー
カ
ー
や
コ
ン
セ
ン

ト
な
ど
の
電
気
を
自
動
的
に
止
め
る
器
具

で
す
。
こ
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
地
震
の
揺
れ
に
伴
う
電
気
機

器
か
ら
の
出
火
や
通
電
火
災
を
防
止
し
、

火
災
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
種
類
は
？

　

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、製
品
ご
と
の
特
長
や
ご
家
庭
の
事
情
を
踏
ま
え
、

適
切
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

本
巣
郡
消
防
協
会
出
初
式
を
挙
行

地
震
時
の
電
気
火
災
に
は

「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
が
有
効
で
す
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町民運動会
の様子

　今年も新しい仲間が加わり日々稽古に取り組ん
でいます。少年団ではありますが、和道会北方支
部に所属していますので、中学生になっても続け
ることができます。
　2020 年オリンピックの正式種目になり、今注
目されているスポーツです。
　空手に興味がある方、随時見学・体験を募集し
ておりますので、お気軽にお越しください。

（練習日）　　毎週火曜日・金曜日
（練習時間）　午後７時から８時 30 分まで
（練習場所）　北方小学校体育館

　11 月 23 日 メモリアルセンター で愛ドームで
和道会東海空手道競技大会が行われました。
◎形の部
　小学 6 年生男子の部
　優勝　　　森岡秀哉
　３位　　　清水川遼
　ベスト16　橋下太一

◎組手の部
　小学 6 年生女子の部
　ベスト16　三島弓季

問育成会長　寺町
　☎０９０－５４５０－５１７６

55

55

ヨモギ
（Artemisia maximoiczii）

キク目　キク科

●成長がとても早く、春の新芽はその年の
秋には１ｍくらいになるよ。

●多年草で、一年ごとに葉は落ちるけど根
は５年くらい生きているよ。

●草もちの緑色のもとになっている草だ
よ。他にも天ぷらやおひたしにして食べ
られているよ。

●昔からお灸の“もぐさ”に使われている
よ。

●若い芽はお茶にして飲むと腹痛や下痢、
貧血、冷え性に効果がある万能薬になる
よ。

　私たちは成長が早いから、河川の堤防の表土を守る
ためにたくさん植えられているよ。天王川でもとても
簡単に見つかるか
ら、春になったら観
察と一緒に新芽を採
りにきてね。ただ、
あまり知られていな
いけど、花が咲く秋
に花粉を沢山飛ばす
から、花粉症の人は
注意してね。

ヨモギを山で採ると、ある毒草ヨモギを山で採ると、ある毒草
と似ています。その毒草は何でと似ています。その毒草は何で
しょう？しょう？
①ジャガイモ
②ヤマゴボウ
③トリカブト
④ヒガンバナ ※先月のクイズの答え　②用心深い　いつも周りを警戒していて、危険を感じる

と素早く草の中に隠れるよ。でも人慣れしている個体は、住宅街でも観察できるよ。

クイズの答えを募集します。正解者の中から抽選で５名に岐阜農林高校のジャムを
お渡しします。応募用紙は当町ホームページからダウンロードしてください。
応募の対象は北方町内の小学生に限ります。
●応募締切　２月 28 日（木）　●応募締切　２月 28 日（木）　問問都市環境課 ☎３２３－１１１４都市環境課 ☎３２３－１１１４

ヨモギヨモギ

空手道
スポーツ少年

団

天王川で撮影
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北
方
町
職
員
募
集

●
募
集
職
種

　

保
育
士　

若
干
名

●
応
募
資
格

　

保
育
士
及
び
幼
稚
園
教
諭
の
両
資
格
を
有

す
る
方
（
３
月
ま
で
に
両
資
格
取
得
見
込
み

の
あ
る
方
を
含
む
）

●
給
料
月
額　

１８
万
７
０
０
円
程
度

（
大
学
新
卒
初
任
給
）

●
選
考
試
験

※
日
時
な
ど
は
、
応
募
者
に
後
日
連
絡
し
ま
す
。

●
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
・
顔
写
真
貼
付
）

　

卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書

　

資
格
取
得
（
見
込
み
）
証
明
書

●
申
込
期
限　

２
月
１５
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
必
着

総
務
課

　

☎
３
２
３

－

１
１
１
１

北
方
町
臨
時
職
員
募
集

●
募
集
職
種

①
保
育
士
（
パ
ー
ト
）　

若
干
名

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

（
パ
ー
ト
）　

１
名

③
放
課
後
児
童
支
援
員

　
（
旧
学
童
保
育
指
導
員
）　

２
名

④
教
員
業
務
支
援
ア
シ
ス
タ
ン
ト

（
パ
ー
ト
）　

２
名

⑤
ス
ク
ー
ル
ハ
ー
ト
サ
ポ
ー
タ
ー

（
パ
ー
ト
）　

１
名

●
応
募
資
格

①
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

②
保
健
師
、
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護

支
援
専
門
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
方

③
放
課
後
児
童
支
援
員
、
保
育
士
、
社
会
福

祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
方
又

は
教
員
免
許
状
を
有
す
る
方

●
勤
務
時
間　
　

①
②
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

①
午
前
７
時
30
分
～
11
時
30
分

①
午
後
３
時
～
７
時

③
午
後
２
時
～
６
時
30
分

※
学
校
行
事
等
の
関
係
や
長
期
休
暇
時
に
は

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

⑤
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分

（
時
間
応
相
談
）

●
賃
金

①
１
０
７
０
円
／
時
間

②
１
３
０
０
円
／
時
間

③
１
３
０
０
０
０
円
／
月
額

④
８
５
０
円
／
時
間

⑤
１
２
０
０
円
／
時
間

●
採
用
予
定
日

①
３
月
１
日
以
降

②
～
⑤
４
月
１
日

●
選
考
試
験　

面
接
試
験

※
日
時
な
ど
は
、
応
募
者
に
後
日
連
絡
し
ま
す
。

●
提
出
書
類

①
～
⑤
履
歴
書（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
・
顔
写
真
貼
付
）

①
～
③
資
格
の
証
明
書
の
写
し

●
申
込
期
限　

２
月
15
日
（
金
）

①
②
福
祉
健
康
課

　

☎
３
２
３

－

１
１
１
９

③
～
⑤
教
育
課

　

☎
３
２
３

－
１
１
１
５

（
一
社
）北
方
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

＊
新
規
会
員
募
集
中
＊

　

働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
あ
な
た
の
技
術
と

経
験
を
生
か
し
て
社
会
貢
献
し
、
生
涯
現
役

で
健
康
保
持
に
努
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

～　

樹
木
剪
定
技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。～

・
60
歳
以
上　

健
康
な
方

　
　
　

随
時
募
集
中　

…
…
…

★
急
募
！

店
舗
清
掃
・
公
園
清
掃
・
樹
木
剪
定
・
軽

作
業
等

●
シ
ル
バ
ー
の
日 

（
奉
仕
活
動
）

　

日
時　

２
月
22
日
（
金
）　

　
　
　
　

午
前
８
時
～
（
雨
天
中
止
）

　

集
合　

円
鏡
寺
公
園

＊
仕
事
を
お
引
き
受
け
し
ま
す
！
＊

　

高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
３
２
４

－

２
９
１
６

「
岐
阜
地
域
産
学
官
連
携
交
流
会

２
０
１
９
」
を
開
催
し
ま
す
！

　

近
年
、
身
近
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
Ｉ

ｏ
Ｔ
＆
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
、
地
域
の
大
学
・
高

等
専
門
学
校
の
最
新
の
研
究
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。
産
学
官
連
携
に
興
味
が
あ
る
、
ま
た

大
学
・
高
等
専
門
学
校
に
専
門
的
な
相
談
を

受
け
た
い
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
日
時　

２
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
場
所　

岐
阜
商
工
会
議
所　

大
ホ
ー
ル

（
岐
阜
市
神
田
町
２

－

２
）

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
主
催　

岐
阜
市

●
共
催　

岐
阜
商
工
会
議
所

●
後
援　
（
一
社
）
岐
阜
県
経
済
同
友
会

●
テ
ー
マ　

　
「
こ
こ
ま
で
来
た
、情
報
技
術
が
創
る
社
会
」

●
内
容

⑴
基
調
講
演

　

午
後
１
時
40
分
～
２
時
30
分

　

演
題　

　
　
「
あ
な
た
と
未
来
を
つ
な
ぐ
技
術

～
気
軽
な
Ｉ
ｏ
Ｔ
＆
Ａ
Ｉ
の
活
用
～
」

　

講
師　

岐
阜
大
学 

工
学
部 

機
械
工
学
科

准
教
授　

松
下 

光
次
郎　

氏

⑵
交
流
会

　

午
後
２
時
30
分
～
４
時

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
＆
Ａ
Ｉ
な
ど
の

情
報
技
術
を
は
じ
め
、
地

域
の
大
学
・
高
等
専
門
学
校
の
最
新
の
研
究

内
容
を
ブ
ー
ス
に
て
紹
介
。

●
入
場
料　

無
料

●
申
込
方
法

　

１
．
会
社
名
等　

２
．
氏
名　

３
．
連
絡

先
、
を
明
記
の
上
、
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、個
別
相
談
を
予
約
さ
れ
た
い
方
は
、

相
談
し
た
い
ブ
ー
ス
と
内
容
を
記
入
し
て
お

お
知
ら
せ

募
　
集
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申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
ブ
ー
ス
内
容
は
岐
阜
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
確
認
で
き
ま
す
）

岐
阜
市
商
工
観
光
部
産
業
雇
用
課　

　

☎
２
１
４

－

２
３
５
９

　

℻
２
６
５

－

２
２
１
８

　

sangyo-koyo@
city.gifu.gifu.jp

介
護
者
交
流
会
の
お
知
ら
せ

●
日
時　

２
月
２１
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

●
場
所　

も
と
す
広
域
連
合
老
人
福
祉
施
設

　
　
　
　

大
和
園　

２
階
大
会
議
室　

　
　
　
　

本
巣
市
曽
井
中
島
１
１
５
６

－

４

●
対
象

　

介
護
を
し
て
い
る
方
・
介
護
に
関
心
の
あ

る
方
・
福
祉
関
係
者
等

●
テ
ー
マ　
「
笑
ヨ
ガ
や
、
健
康
体
操
で
日

頃
の
疲
れ
を
笑
い
飛
ば
そ
う
！
」

●
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
な
ほ
の
会
理
事
長

兼
笑
ヨ
ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー　

村
上 

幸
子　

氏

●
内
容

　

笑
っ
た
り
、
身
体
を
動
か
す
事
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
参
加
者

同
士
で
の
交
流
会
や
、
介
護
相
談
等
を
行
い

ま
す
。

●
参
加
費　

無
料

大
和
園
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

髙
坂
・
河
野

　

☎
０
５
８
１

－

３
４

－

２
８
５
５

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

裁
判
所
で
は
、
国
民
の
み
な
さ
ん
に
新

し
く
で
き
た
制
度
や
裁
判
手
続
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
毎
月
テ
ー
マ
を
定
め
て
、

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.

courts.go.jp/index.htm
l

）
で
ご
案
内
し

て
お
り
ま
す
。
２
月
の
テ
ー
マ
は
「
テ
レ
ビ

会
議
が
も
っ
と
便
利
に
！
」
で
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
岐
阜
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　

☎
２
６
２

－

５
１
２
２

検
察
審
査
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
被
害
に

遭
っ
た
た
め
警
察
や
検
察
庁
へ
訴
え
た
の
に

検
察
官
が
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
の
が
納

得
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
、

検
察
官
が
事
件
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ

と
（
不
起
訴
処
分
）
が
正
し
か
っ
た
の
か
ど

う
な
の
か
を
審
査
す
る
国
の
機
関
と
し
て「
検

察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
検
察
審
査
会
制
度
は
、
昭
和
23
年
に

始
ま
っ
た
も
の
で
、
す
で
に
70
年
以
上
続
け

ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

　

検
察
審
査
会
に
お
け
る
申
し
立
て
や
手
続

案
内
に
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
秘

密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
11
人
の
検
察
審
査
員

が
審
査
会
議
を
開
い
て
、
検
察
官
が
事
件
を

裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）

の
よ
し
あ
し
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
検
察
審
査
員
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
み
な
さ
ん
の
中
か
ら
、
公
平
・
中
立
な
「
く

じ
」
で
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
全
国
で
60
万
人
以
上
の
方
に
ご
経
験

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

選
挙
権
を
有
す
る
方
は
、
今
後
、
検
察
審

査
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
の
検
察
審
査
会
制
度
は
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
制
度

で
す
か
ら
、
引
き
続
き
、
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
〒
５
０
３

－

８
７
１
０

　

岐
阜
市
美
江
寺
町
２
丁
目
４
番
地
の
１

（
岐
阜
地
方
裁
判
所
庁
内
）

　

岐
阜
検
察
審
査
会
事
務
局

　

☎
２
６
２

－

５
２
６
３

電
柱
や
鉄
塔
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
発
見

し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

カ
ラ
ス
は
２
月
頃

よ
り
営
巣
活
動
を
開

始
し
ま
す
。
カ
ラ
ス

の
巣
が
原
因
で
停
電

が
発
生
す
る
事
が
あ

り
ま
す
の
で
、
発
見

し
た
際
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
針
金
な
ど
の
金
属
類
で
作
ら
れ
た
巣
は
特

に
停
電
の
原
因
と
な
り
や
す
い
た
め
、
使

用
し
て
い
な
い
鉄
製
の
ハ
ン
ガ
ー
は
放
置

さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
地
上
か
ら
２
ｍ
程
度
の
位
置
に
あ
る
中
電

マ
ー
ク
番
号
札
を
確
認
し
て
い
た
だ
け
る

と
、
場
所
の
特
定
が
容
易
と
な
り
ま
す
。

○
『
カ
ラ
ス
の
巣
確
認
済
』
シ
ー
ト
（
黄
色

の
シ
ー
ト
）
が
巻
い
て
あ
る
電
柱
は
、
既

に
状
況
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
は
不
要
で
す
。

問
中
部
電
力
（
株
）
岐
阜
営
業
所

　
（
〒
５
０
０

－

８
７
０
２
）

　

☎
０
１
２
０

－

９
２
４

－

１
４
８

第
２３
回
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン

「
も
の
づ
く
り
・
人
づ
く
り
ｉｎ
東
海
」

　

東
海
職
業
能
力
開
発
大
学
校
が
も
の
づ
く

り
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、「
ロ
ボ
ッ
ト
に

と
っ
て
簡
単
な
仕
事
，
難
し
い
仕
事

－

Ａ
Ｉ

を
頭
脳
に
持
つ
ロ
ボ
ッ
ト
は
人
を
超
え
ら
れ

る
か
？

－

」
と
題
し
た
記
念
講
演
、
学
生
の

成
果
物
の
展
示
や
研
究
発
表
な
ど
を
行
い
ま

す
。

●
日
時　

２
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

２
月
16
日
（
土
） 

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
45
分

●
場
所　

大
野
町
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

●
内
容

　

学
生
の
研
究
発
表
・
作
品
の
展
示
、
記
念

講
演

※
詳
細
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
入
場
料
：
無
料

問
東
海
職
業
能
力
開
発
大
学
校

　

☎
０
５
８
５

－

３
４

－

３
６
０
０

　

℻
０
５
８
５

－

３
４

－

２
４
０
０
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みんなの参加を
待ってるっち！

　チャンネルCCNの
おすすめ番組

放送内容

放送時間

●北方町文化財指定書交付式	
２月４日（月）

●きらり講座	
「バレンタイン手作りお菓子講座」

２月14日（木）
●ふれあい合唱集会	 ２月21日（木）

北方町の身近な話題をお伝えするCCNのニュース番組です。

エリアトピックス
（月）～（金）放送

午前７時45分～、午前11時～、
午後８時～ ほか

※番組は予定です。都合により変更される場合があります。

地デジ
12ch

総合体育館の行事

・・・・  1月の無料開放  ・・・・
卓球
町内在住の小中学生および同居の大人。小中学生
のみでも可。

２ /  ９ 土
　  23 土 教育委員会（スポーツ教室）

２ /10 日 本巣市ソフトテニス連盟・
ソフトテニス大会

２ /11 月 日本空手松涛連盟岐阜県支部・
技術講習会

２ /20 水 北方町立幼稚園・和太鼓交流

２ /23 土 岐阜大学医学部バスケットボール部・
交流大会

２ /24 日 もとすバドミントンクラブ連盟・
バドミントン大会

毎週土曜日 午前９時～正午

貧血予防料理教室を開催します!!
　貧血の大半は体内の鉄分が不足して起こる鉄
欠乏性貧血です。
　貧血になりやすいのは、偏食や誤ったダイ
エットなど不摂生な食生活が一因と考えられま
す。食生活を改善し、鉄分を多く含む食品を積
極的に摂るように心がけましょう。
　北方町献血クラブでは、多くのみなさんに献
血に協力していただけるよう、貧血予防料理教
室を開催しています。ぜひご参加ください。
日　　時　２月 28 日（木）
　　　　　午前 10 時～午後１時頃
　　　　　受付開始　午前９時 45 分
場　　所　保健センター
募集人員　30 名　　参 加 費　無料
持 ち 物　エプロン・三角巾・ふきん３枚
申込期限　２月 20 日（水）
主　　催　北方町献血クラブ

・問
　保健センター
　☎ 323-7600
★メニュー
　・和風ハンバーグ
　・小松菜のごま酢あえ
　・高野豆腐の味噌汁
　・豆乳ときなこのブラマンジェ
　※メニューは変更になる
　　場合があります。

●日時　２月２４日（日）午前１０時～午後４時
　　　　（最終受付午後３時３０分）
●場所　マーサ 21 北館１階　さくらパーク
　　　　岐阜市正木中１丁目２番１号
　相続・遺言／成年後見・家族信託／在留資格／民泊／会
社設立／建設業許可・営業許可／自動車登録／内容証明／
農地・開発／その他行政書士の取扱業務予約不要です。当
日、会場にお越しください。
問岐阜県行政書士会岐阜支部　岐阜市薮田南１丁目１１番１２号
　岐阜県水産会館５階 511 号室　☎ 276-1774

シニアを活用する企業との交流会を開催します

行政書士による無料相談会 開催

　就業を希望するシニアのみなさんを応援するため、積
極採用企業（８社程度）との交流会を開催します。会場では、
参加企業による仕事内容の紹介をはじめ、採用担当者との
座談会、キャリアカウンセラーによるプチ就職相談ブース
を用意しております。無資格、未経験から始められるお仕
事多数。お気軽にご参加ください。
●日時　２月 15 日（金）午後１時～４時 30 分
　　　　                        受付時間　午後０時 30 分～
●場所　ワークプラザ岐阜（岐阜市鶴舞町２丁目 6-7）
●対象　概ね 55 歳以上
●定員　先着予約 50 名（要予約） 　●参加費　無料　
問・予約
　岐阜県総合人材チャレンジセンター　☎ 278-1146
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防災行政無線を用いた情報伝達訓練を実施します！

きたがたふれあい合唱集会

◆実施日：２月20日（水）午前11時00分ごろ
※気象等の状況により、試験が中止となる場合があります。

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を実施します。この訓練は、全
国瞬時警報システム（Ｊ - ＡＬＥＲＴ）で配信された情報を、防災行政無線を用いて住民のみなさんへ
お伝えできることを確認します。
　訓練当日はご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力のほどお願いします。
※Ｊ - ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）とは、国から送られてくる地震や武力攻撃などの緊急情報を、人工衛星な

どを活用して瞬時に情報伝達するシステムです。

　町内の合唱団、サークル、クラブ及び町内の幼稚園児
から中学生まで参加して行われる「きたがたふれあい合
唱集会」が今年もきらりホールで行われます。日頃の練
習成果を発表していただきますので、ぜひさわやかな歌
声を聴きにお越しください。当日は北方の歌「北方のか
ほり」の披露も行います。

日　　付　2 月 17 日（日）
場　　所　生涯学習センターきらりホール
開　　場　午後 1 時
開　　演　午後 1 時 30 分
終了予定　午後 3 時 30 分ごろ　　※入場は無料です。

問 生涯学習センターきらり　☎ 320-2200

昨年の合唱集会の様子

試　験　内　容

　町内 22 か所に設置してある防災行政無線から、次の放送内容が一斉に放送されます。
【放送予定内容】
「（上りチャイム）
＋（これは、Ｊ - ＡＬＥＲＴのテストです。）×３回
＋（こちらは、こうほうきたがたです。）
＋（下りチャイム）」

※北方町以外の市町村でも、様々な手段を用いて情報伝達訓練が行われます。
問 防災安全課　☎ 322-9936

不動産無料相談会のお知らせ
　不動産に関する苦情・トラブル・悩み事など、不動産に関する法律が分からない方のための無料相談
会を開催します。
　相談員は岐阜県宅地建物取引業協会の方です。お気軽にご相談ください。
日時：２月 14 日（木）　午後１時～４時（受付午後３時 30 分まで）
場所：北方町コミュニティセンター会議室２
問岐阜県宅地建物取引業協会　☎ 295 － 1982

＜参加予定団体＞
北方コーラス、合唱クラブひまわり、北方長生会合唱クラブ、童謡クラブカトレア、西順寺コー
ラス、女声コーラス Ki-ra-ra、夢まち倶楽部、町立幼稚園、北方小学校、北方西小学校、北方
南小学校、北方中学校合唱部（順不同）
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子育て支援

メルヘン 0 歳   7 日（木）21 日（木）

午前
10 時 30 分～

メルヘン 0 歳 14 日（木）28 日（木）

午前
10 時 30 分～

メルヘン 1 歳 13 日（水）27 日（水） メルヘン 1 歳   5 日（火）19 日（火）
メルヘン 2 歳   5 日（火）19 日（火） メルヘン 2 歳 13 日（水）27 日（水）
メルヘン 3 歳 14 日（木）28 日（木） メルヘン 3 歳   7 日（木）21 日（木）
運動あそび 26 日（火） 音楽クラブ 26 日（火）

ちびっこルーム    6 日（水）20 日（水） 午前 11 時～ ちびっこルーム   8 日（金）22 日（金） 午前 11 時～

多世代行事
読み語り  9  日 （土）午後 2 時～ 誕生日会  17 日 （日）午前 10 時 30 分～
誕生日会 10 日 （日）午前 10 時 30 分～ アルモニーア公演会 ～朗読とアルパでつむぐ優しい物語～

17 日（日）　午後２時～　講師：アルモニーア

２月 子ども館に遊びにおいでよ!!
きた子ども館（☎323－0254）

今月の
ピックアップ
行事

児童行事

みなみ子ども館（☎ 322 － 2350）

●
福
祉
相
談

　

２
月
12
日
（
火
）・
25
日
（
月
）

　

午
後
１
時
～
３
時

問
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
２
４

－

６
５
５
０

※
地
域
担
当
民
生
委
員
宅
、
電
話
で
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

●
町
顧
問
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　

２
月
12
日
（
火
）・
26
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～
３
時

問
福
祉
セ
ン
タ
ー

整
理
番
号
札
は
当
日
午
後
０
時
30
分
よ

り
お
渡
し
し
ま
す
。

●
人
権
相
談
／
身
体
障
が
い
者
相
談

　

２
月
12
日
（
火
）

　

３
月
11
日
（
月
）

　

午
後
１
時
～
３
時

問
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
精
神
保
健
相
談
（
要
予
約
）

　

２
月
21
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

瑞
穂
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

２
月
28
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

　

北
方
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
２
３

－
７
６
０
０

●
行
政
相
談

　

２
月
15
日
（
金
）

　

午
後
１
時
～
３
時

問
働
く
婦
人
の
家

　

☎
３
２
３

－

２
５
０
０

●
な
か
よ
し
広
場

・
み
ん
な
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う

幼
稚
園
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

２
月
12
日
（
火
）

午
前
10
時
～
11
時

北
方
町
立
幼
稚
園

未
就
園
児
と
在
園
児
の
触
れ
合
い
を
大
切

に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
在
園
児

の
お
母
さ
ん
）
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
も
あ
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
も
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
子
育
て

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

善
意
の
寄
付

（
12
月
末
）

■ 

社
会
福
祉
へ

●
金　

十
万
円	

北
方
医
院
様

●
金　

八
万
一
千
六
円株

式
会
社
富
士
葬
祭
様

　
　
　
　
　

ぎ
ふ
農
業
協
同
組
合
様

●
金　

五
万
円	

北
方
動
物
病
院
様

●
金　

一
万
三
百
五
十
六
円

福
田　

公
男
様

●
金　

一
万
八
百
八
十
八
円

は
し
も
と
新
聞
店
様

●
金　

千
円	

匿　

名　

様

●
使
用
済
み
切
手　
　

は
し
も
と
新
聞
店
様

　
　

一
丸
フ
ァ
ル
コ
ス
株
式
会
社
様

匿　

名　

様

■ 

も
ち
の
木
へ

●
金　

五
万
円	

北
方
医
院
様

●
金　

三
万
円	

匿　

名　

様

●
お
菓
子	

匿　

名　

様

お話と音楽を楽しむ会  11日（月） 午後２時～
おはなしおんがくユニット「パール」の
みなさんによる朗読・歌・ヴァイオリンの
コラボ企画です。【申込不要】

バルーンアート  ２日(土) 午後２時～
KCL のお兄さん、お姉さんに風船で色々な
ものの作り方を教えてもらいます！小さい子
から大人まで参加できます！

他にも楽しい行事がたくさんあります！詳しい内容については、おたよりやホームページを見ていただくか、
子ども館へお問い合わせください。

チャレンジバトル
「カロム」

２日（土）午後２時～

カロム大会
10 日（日）午後２時～

つくろ！つくろ！
９日 （土） 午後２時30分～

「バレンタインカード作り」
23日 （土） 午後２時～

「ひな飾り作り」

ダンスをしよう
24 日（日）午後 2 時～
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今月の
町税等の
納付期限

土曜日、日曜日、
祝日、夜間等の

水道事故
処理当番
上下水道課

※宅内修繕は有料となります。

夜間納税相談＆夜間納付
毎月第４木曜日　午後８時まで

問　税務課☎３２３－１１１６

２月

３月

北方ポンプ工業㈱
森町／☎324－1014

高屋白木／☎324－2455

㈲西垣設備

２月28日（木）

２月28日（木）
固定資産税（４期）
国民健康保険税（本10期）
後期高齢者医療保険料（８期）
保育料・給食教材費（２月請求分）

お
詫
び
と
訂
正

　

本
誌
１
月
号
ま
ち
の
わ
だ
い（
Ｐ
14
）

掲
載
の
「
町
制
施
行
１
３
０
周
年
記
念

第
41
回
町
民
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
を
開

催
」
の
記
事
内
メ
ン
バ
ー
の
氏
名
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。
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会
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路
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芝
原
東
町
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田　

健
斗
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け
ん
と
）	

友
也　

俵
町

　

安
藤　

希
（
の
ぞ
み
）	
龍
樹　

本
町

　

髙
橋　

湊
実
（
み
な
み
）	

将
大　

　
　
　
　

萌
依
（
め
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）	

ハ
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タ
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ン
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方
Ｓ
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上
谷　
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の
え
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）	

利
菜　

●
Ｎ
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人
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ま
プ
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ザ
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っ
と

・
○
○
マ
マ
の
日

今
月
は
「
入
園
・
入
学
グ
ッ
ズ
を
作
ろ
う
」

で
す
。

2
月
12
日
（
火
）

午
前
10
時
～
正
午

参
加
費　

１
０
０
円

場
所　

北
方
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

布
、
ひ
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（
必
要
な
サ
イ
ズ
は

申
込
時
に
お
伝
え
し
ま
す
）

定
員　

５
名
（
要
予
約
）

入
園
・
入
学
に
向
け
て
給
食
袋
や
本
袋
を

作
り
ま
せ
ん
か
♪

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
つ
な
が
る･

広
が
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ほ
っ
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の
わ

ベ
ビ
ー
＆
学
用
品
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
品

の
回
収
を
行
っ
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ま
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。

体
操
服
、
セ
ー
ラ
ー
＆
学
生
服
も
受
け
付

け
て
い
ま
す（
北
方
町
内
指
定
）。
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
又
は
洗
濯
済
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の
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お
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し

ま
す
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詳
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は
お
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せ
く
だ
さ
い
。

問
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Ｏ
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人
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）
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.

aitai.ne.jp 

町有地売却の入札日が
決定しました。

　先月の広報に掲載しておりました、北方町役
場旧庁舎及び公民館と街角ギャラリー「こまき」
の両物件の入札日が決定しました。

　北方町役場旧庁舎及び公民館
　　２月 18 日（月）　午前 10 時～　

北方町役場　２階　大会議室　
　街角ギャラリー「こまき」
　　２月 18 日（月）　上記入札が終了次第

北方町役場　２階　大会議室　

　なお、入札に参加希望の方は、２月 15 日（金）
午後５時までに、一般競争入札参加資格確認申
請書（様式第１号）を北方町役場総務課まで提
出してください。一般競争入札参加申込受付済
書（様式第２号）を当日お持ちいただけない方
は、上記入札に参加することはできません。予
めご注意ください。

問 総務課　☎ 323-1111
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北方町は「合唱のまち北方」として長年に亘る取り組みを続けています。しかし、そのシン
ボルとなるような歌がなく、合唱集会などみなさんが心を一つにして歌うことができる「北
方の歌」があるといいな、という声が寄せられていました。そのような中、このたび文化協

会のみなさんをはじめ、音楽に精通する住民のみなさんが中心となり、北方町の歌として「北方のかほり」を作っていただく事が
できました。この曲の詩を初めて聴いたとき「風はどこから吹いてくるのでしょう、なつかしい故郷のかほりをのせて・・・・」
という優しいフレーズが心に響き、ふるさと北方の情景が目に浮かびました。この詩は、子ども達がイメージする北方町を取り入
れた歌詞にしようということで、小中学生から寄せられた数多くの意見を基に、大平好秀さん（北方中学校教諭）が北方町の四季
を折り込んで歌詞を作り上げ、吉武雄一さんが（北方中学校教諭）作曲、藤川慎司さん（釜戸小学校教諭）の編曲により完成しま
した。口ずさむには少々難しいメロディーかもしれませんが、合唱にピッタリの曲になっています。子ども達のふるさと北方の誇
りと思いが詰まった「北方のかほり」に“はなまる”をあげ、この先長くみなさんの「つながり」を象徴する北方町の歌として愛
されることを願っています。なお、「北方のかほり」は庁舎（１２時５５分）及び町立図書館（閉館時）にて毎日流しています。お立
ち寄りの際には是非お聴き頂ければと思います。　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 北方町長　戸部哲哉

町長のつぶやき

生涯学習センター きらり　☎３２０－２２００問

きたがた演劇フェスタ開催のお知らせきたがた演劇フェスタ開催のお知らせ

岐阜農林高校演劇部独立公演
公演日：３月 30日（土）、31日（日）　
春の 3作品を一挙上演　
演目・時間は決まり次第お知らせします。

岐阜県高等学校文化連盟演劇部会春季合同演劇祭
岐阜地区の高校演劇部が集まり、それぞれ公演します。高校生の熱い演技をお楽しみください。
参加高校：鶯谷高校、加納高校、岐山高校、岐阜高校、岐阜北高校、岐阜工業高校、岐阜総合学園高校、
　　　　岐阜農林高校、富田高校、長良高校、本巣松陽高校　以上 11校（50音順）
公演日：３月 23日（土）、24日（日）　　料金：無料
※公演日・公演時間は決まり次第チラシなどでお知らせします。

13金ミュージカル
ミュージカル「くるみ割り人形」
チャイコフスキー作曲バレエ組曲「くるみ割り人形」に乗せてお届けします。
今回はネズミとくるみ割り人形の戦いから人形が勝利してお菓子の国でお祝いをするところ
までを公演します。
料　金：800 円（当日は 200 円増し）
公演日：3月 2日（土） 、3日（日）
※公演時間は決まり次第チラシなどでお知らせします。
※チケットは生涯学習センターきらりで取り扱います。

劇団『彗』第24回公演「ナイトライダー」
作：中島充雅　演出：高橋利明
夫を交通事故で亡くした亀田ゆう子は初七日の帰り道、夫と生き写しのタクシー運転手に
出会う。タクシーに乗り込んだゆう子は、運転手に夫との思い出を語り出す。
2019年春、“正義の車”ナイトライダー2000が10年振りに岐阜の街を駆け抜ける！
公演日：2月2３日(土)　19：00～　24日(日)　11：00～/15：00～
※開場は 30分前、上演は約 70分の予定
料　金：北方町チケット(北方町在住、在勤の方)500円　当日は200円増し
※チケットは生涯学習センターきらりで取り扱います。

岐阜地区高校演劇卒業記念「卒業劇場」
春、新たな出会いと別れの季節。この 3月に県内の高校を卒業する演劇部員たちによる、平成最後の卒業公演です。
岐阜農林高校を中心に、５つの高校から集まった 3年生が、4つの演目を上演いたします。「岐阜に残る人、岐阜を出
て行く人、いろんな人がいて、それぞれが自分の夢をでっかく描いて、僕はここから成功を願ってる。」
卒業した今だからこそ伝えたいものがある。
３月 9日（土）　13：00　上演①（題目未定）
　　　　　　　14：00　上演②「皆既月食」　作：西垣凛乃
　　　　　　　15：00　上演③「タナトスのガールフレンド」　作：つくにうらら（カミグセ）
　　　　　　　16：00　上演④「一瞬に咲き誇れ」　作：後藤環
12時 30分開場 /入場無料 /途中入退場自由
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